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テーマＡ－１【小学校 国語科】

嬉野市立久間小学校 教諭 渡邊 陽子

要 旨

文学的文章の学習において，「表現を取り入れた」言語活動を通して，想像を広げながら読む力

を高める指導の在り方を探った。想像を広げながら読む力には，イメージを鮮明にしていく想像と

拡充していく想像があると考えた。教材の特性から，授業で取り上げたい読むときの視点を明らか

にし，その視点と身に付けさせたい力に応じた言語活動を読み取りの過程に取り入れた。読み取っ

たことを表現し，表現した読みを交流する場を設けることで，叙述に即して想像を広げさせること

ができたと考える。

〈キーワード〉 ①想像を広げながら読む ②読むときの視点 ③言語活動

１ 研究の目標

文学的文章の学習において，場面の様子などを「表現を取り入れた」言語活動を通して読み取らせ

ることで，想像を広げながら読む力を高める指導の在り方を探る。

２ 目標設定の理由

学習指導要領の目標には，想像力を養うことが明記してあり，「読むこと」の内容には，想像的な

読むことに関する指導事項が，系統的・段階的に示してある。「これからの時代に求められる国語力

について」の中でも，国語力を構成する能力として「想像する力」(1)が挙げられている。登場人物に

身を寄せ，気持ちなどを想像することは，文学的文章を夢中になって楽しむことや，相手の立場に立

って考えることのできる児童を育てるためにも大切である。

平成17年度実施の佐賀県小・中学校学習状況調査によると，「読むこと」(文学的文章)の領域で叙

述を味わいながら読むことについて通過率が低く，無回答率が高いという結果が出ている。本校の児

童（２年生）についても，全国標準診断的学力検査で，「場面を想像しながら読むこと」の正答率が

53.7％と低く，叙述に即し想像を広げながら読むことが十分ではないという実態がある。

これらの課題を解決するためには，想像を広げながら読む力とはどんな力か，どのような手立てを

もってその力を獲得させるのかを明らかにする必要がある。その際，児童が活動目標をもって学習に

取り組み，学んだ読み方を自らの読みの中で生かすことができるようにすることが大切である。

本研究では，「表現を取り入れた」言語活動を行うことにより，文学的文章に書かれている人物の

行動や会話などから，場面の様子などを想像を広げながら読む力を付けさせたいと考え，本目標を設

定した。

３ 研究の仮説

文学的文章で場面の様子などを読み取る際に，言葉に着目し，思い描いたことを書いたり友だちと

考えを出し合ったりしながら「表現を取り入れた」言語活動をさせれば，想像を広げながら読む力が

付いてくるであろう。

４ 研究の内容と方法

(1) 文学的文章において，読む力を高めることについての理論研究

(2) 言語活動を取り入れて，想像を広げながら読む力を高める指導方法の研究

(3) 授業実践（第２学年）及び考察
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５ 研究の実際

(1) 文学的文章において，読む力を高めることについての理論研究

文学的文章の読み方指導について，鶴田清司は，「どの作品にも十数時間かけて人物の気持ちや

場面の様子を隅々まで詳しく読み取らせるという『読解主義』を改めて，言語技術教育の観点から

文学教育で教えるべき＜教科内容＞を明確化し精選していくことが必要である」(2)と述べている。

このことから，文学的文章でどのようなことを指導すべきかを整理し，読むときの視点を教材の特

性から明確にして授業を行うことが大切であると考える。また，文章の読み方を学習者に認識させ

ていくことが，読む力の定着，更に作品を自力で読むことへとつながると考える。

想像を広げながら読む力を付ける指導について，岩崎保は，「想像力は確かな文章理解に支えら

れる」「イメージは表現して定着する」(3)と述べている。叙述に即し正確に読み，実感をもつこと

が，具体的なイメージにつながる。心に思い浮かべたことを文字や絵などに表現することで友だち

と読みの交流ができ，自分の読みを広げ，より豊かにすることができると考える。

(2) 言語活動を取り入れて，想像を広げながら読む力を高める指導方法の研究

ア 想像を広げながら読む力について

小学校学習指導要領国語編に示されている，第１学年及び第２学年の想像的な読みの指導事項

は，「 ウ 場面の様子などについて，想像を広げながら読むこと。」 (4)である。文学的文章にお

いて身に付けさせたい想像を広げながら読む力を明らかにするために，指導事項を具体化してみ

た（表１参照）。

表１ 第１学年及び第２学年で身に付けさせたい想像を広げながら読む力

場面の様子などについて 想像を広げながら読むこと

＜場面をとらえる＞ Ａ 鮮明にしていく想像

・ 時，場所，人 ・ 書かれている言葉の意味や役割をとらえることで，

＜人物をとらえる＞ イメージをくっきりとしていくこと。

・ 様子 ・ 気持ち Ｂ 拡充していく想像

・ 気持ちの変化 ・ 人物像 ・ 叙述されている事柄とつなげながら様々なイメー

など ジを生み出していくこと。

想像の対象は，主として人物，場面であると考える。想像を広げながら読む力には，鮮明にし

ていく想像と拡充していく想像があるのではないかと考える。また，どのような姿になれば想像

を広げていると言えるのか，「叙述から分かる状況を絵に表す」など活動レベルで示すことが指

導目標や評価規準の明確化につながるのではないかと考える。

イ 言語活動の取り入れ方について

言語活動を取り入れる際，教材分析を十分

に行う必要がある。教材の表現上の特色をと

らえ，読むときの視点として，イメージを鮮

明にしたり拡充したりするのに適する言葉を

取り上げる。読むときの視点と身に付けさせ

たい力，児童の実態を踏まえ言語活動を取り

入れる。

言語活動は，読み取りの過程に手段として

用いる。読み取ったことを表現する場，表現

した読みを友だちと交流する場，活動を振り

返る場を設けることで想像を広げながら読む

力が高まるようにする（図１参照）。 図１ 言語活動の取り入れ方
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(3) 授業実践

ア 授業実践Ⅰ

(ア) 単元 むかし話を楽しもう（全12時間） 中心教材「かさこじぞう」

物語の読み取りの過程に，劇化する活動（音読・動作化）を取り入れ，場面のイメージを鮮

明にしていく力を付けることをねらった（表２参照）。

表２ 単元における想像を広げながら読む力と言語活動のかかわり

単元の主なねらい 想像のパ 読むときの視点 「表現を取り入れた」言語活動

◎目指す具体的な姿 ターン

登場人物の様子や気持 Ａ 鮮明に ・ 会話文 音読（文章を声に出して読むことで

ちを想像しながら読む。 していく 「これでええ，これでええ。」 言葉の意味内容を理解する。何度も音

◎ 前の場面を考えなが 想像 「おお，おお，じいさまか 読したり工夫して音読したりすること

ら，本時の場面を考え い。～」 など で人物に同化することができる。）

る。読み取ったことが Ａ 鮮明に ・ 行動描写 動作化（人物の行動や叙述の内容を

分かるように，工夫し していく かたやらせなかやらをなで 確かめたり人物に共感し，気持ちを考

て音読や動作化（音読 想像 ました。 えたりすることができる。）

劇）をする。 ・ 擬態語 など

（イ） 音読と動作化を通してイメージを鮮明にしている授業（５／12）の様子（一部抜粋）

読みのめあて 「じいさまの様子や気持ちが分かるように音読げきをしよう」

○ 場面 じいさまが町へかさを売りに行った場面

○ 読むときの視点 会話文，擬態語

○ 言語活動 音読，動作化

児童全体 （町の人の会話を想像し音読することで，賑やかな大年の市の様子を捉えている。）

Ｔ にぎやかになってきたね。このときじいさまは，何と言っていたかな。

児童全体 ええ，かさや，かさやあ。かさこはいらんか。 ←（読むときの視点：会話文）

Ｔ 私が言ってみるね。ええ，かさや，かさやあ。かさこはいらんか。（小さくぼそっとした声）

Ｃ１ もっと何回でも言わないと。 下線部 音読を通して，じいさまの

Ｃ２ 一回だけじゃなくて繰り返さないとだめ。 様子を鮮明にしている部分

Ｃ３ 「じいさまも声をはり上げました」って書いてあるよ。

Ｔ そうね。「はり上げました」と書いてあるね。ペアでじいさまになって音読をしてみましょう。

児童全体 ええ，かさや，かさやあ。かさこはいらんか。（ペア活動で向かい合って大声を出している。）

Ｔ 町の人役とじいさま役とに分かれて，劇みたいに一緒に音読をしてみましょう。

Ｃ４，５ ええ，かさや，かさやあ。かさこはいらんか。（じいさま役二人は，繰り返し音読している。）

（残りの人数の半数は町の人 それ以外は音読の様子の観察）

Ｔ どうだったかな

Ｃ６ じいさま役の人がんばっていたよ。きつそうだったよ。でもあんまり聞こえなかったよ。

Ｃ４ きつかったあ。賑やかな中で声が聞こえるように大きな声を出したよ。

Ｔ どうしてじいさまはこんなにがんばったのかな。

Ｃ７ ばあさまのために大声を出して売って，うすやきねを買ってもちつきを楽しみたいからです。

Ｃ８ 正月だけでももちを食べさせてあげたいからです。幸せにしてあげたいと思っています。

（途中省略）

Ｔ じいさまは帰るときどんな様子かな。

Ｃ 10 とんぼりとんぼり。 ←（読むときの視点：擬態語）

Ｔ ここはどこかな。どんな様子かな。

児童全体 町のはずれ，野っ原。し～んとしていて静かです。

Ｔ ここは野っ原ですよ。どんな音が聞こえそうかな。何が見えそうかな。

Ｃ８ 風がひゅ～っていう音がしていそう。寒くてがくがくしそう。

Ｃ２ 雪が積もっていて，足跡がありそう。

Ｃ 11 さくっ…さくっ…（ゆっくりとした小さな声を出しながら歩いている。）

Ｔ そんなことを思いうかべながらとんぼりとんぼり歩いてみましょう。 下線部 動作化を通して

〔ペアでの動作化後，数名を指名し全体の前で動作化をさせる。〕 じいさまの様子

Ｔ Ａさんはどこが上手かな。３つ見付けてごらん。 を鮮明にしてい

Ｃ４ かさが売れなかったから手は後ろです。かさを背負って重そう。 る部分

Ｃ５ 肩が下がっています。ゆっくり歩いていて悲しそうです。

Ｃ９ 下を向いていてがくってした感じがします。

〔上手なところを真似したり音読に合わせたりして動作化させ，その後じいさまの気持ちを

吹き出しに書かせる。〕
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（ウ) 音読や動作化を取り入れることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

人物の人柄や様子が表れる会話文に着目し音読をすることや，擬態語や行動描写に着目し動作化

をすることで，書かれていることを鮮明にイメージし，人物の様子や気持ちを想像することができ

るようにした。声の表情や強弱に気を付けて町の人々の声にじいさまの声を重ねながら音読をする

ことで，掛け声が飛び交う賑やかな中で，じいさまが必死に笠を売ろうとしている姿を想像してい

たと考える。一転し，かさが売れずがっかりする場面では，「あ～あ～」と肩を落としため息をつ

くようにゆっくりと音読することから，じいさまの表情や姿などを思い浮かべ，ばあさまへの思い

を想像していたと考える。 また，スピードや視線，歩幅などを工夫して歩いてみることで，「と

んぼりとんぼり」歩く姿をはっきりとイメージしていたと考える。

音読や動作化を通して児童が考えたことについて，毎時間登場人物の気持ちを吹き出しに書かせ

たり登場人物への手紙を書かせたりした。「ああ，もちこ，にんじん，ばあさまに見せて，よろこ

ばせたかったのう。ばあさまの分だけでももちこほしいのう。」「いい正月にしたかったのに。ば

あさま悲しい顔をするじゃろうのう。」など，どの児童も学習した内容を踏まえ，登場人物の気持

ちを豊かに書き表していた。イメージを鮮明にしたことが，拡充していく想像へとつながったので

はないかと考える。

人物の様子などを的確な言葉で表現できにくい低学年の児童にとって，「どう音読するか」「ど

う動作化するか」を考え，人物に同化しながら実際に繰り返し音読したり動作化したりすることは，

言葉のもつ意味をとらえイメージをくっきりとさせることに効果があったと考えられる。

(エ) 考えを交流する場を設けることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

音読や動作化は，それ自体が児童の読みであり，読み取ったことが明確に見えるため，互いに聞

き合うことや見せ合うことによる読みの交流がしやすかった。友だちのよいところを見付けて真似

したり，教師が示した叙述に即さない音読の仕方や動きをよりよくしたりすることで，叙述に目を

向けさせることができたと考える。また，ペアでの活動を重視した。どの児童も，隣の児童と相談

しながら活動に取り組めていた。ペアで学習したことで，自信をもって全体の前で発表ができた児

童も多かった。想像を広げながら読むために，ペアでの活動は有効であったと考える。

(オ) 振り返りの場を設けることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

毎時間の終末に，本時のめあて，どの言葉に着目しどのような言語活動を行ったか，その結果ど

ういうことが分かったかを教師が言葉を補いながら振り返らせた。児童は，音読や動作化を通して

登場人物の様子や気持ちが分かったということを自ら自覚するには至らなかった。しかし，音読や

動作化を通してイメージを鮮明にしながら昔話を読むこと自体は十分に楽しむことができ，「早く

次の場面を勉強したい。」「他の昔話を読みたい。」「他の昔話でも劇をしてみたい。」という意欲を

もつことにつながった。

イ 授業実践Ⅱ

(ア) 単元 シリーズ本を読もう（全10時間） 中心教材「あしたもともだち」

物語の読み取りの過程に，スライド紙芝居を作る活動（シナリオ化）を取り入れ，場面のイメー

ジを拡充していく力を付けることをねらった（表３参照）。

表３ 単元における想像を広げながら読む力と言語活動のかかわり

単元の主なねらい ◎目指す具体的な姿 想像のパターン 読むときの視点 「表現を取り入れた」言語活動

登場人物の気持ちの変化や人物像をとら Ｂ 拡充してい ・ 「……」を シナリオ化（物語をセリフとナレ

えながら読む。 く想像 用いた表現 ーションにしていく。文章にないこ

◎ 登場人物の様子や気持ちを文章の展開 とを書き加えるために，物語の背景

を考えながらシナリオに書く。 や人物の人柄を考えるようになる。）
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（イ) シナリオ作りを取り入れることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

「……」を用いた表現は，児童が心の中でイメージを描きながら読むことができる部分であると

考える。幾つかある「……」の中で，その部分を考えることで，様々なイメージを生み出し，登場

人物の人物像や気持ちの変化に気付くことができる部分を取り上げ，シナリオ化させた。表４は，

人物の様子や気持ちをナレーションやセリフに表すことで，人物の気持ちの変化をとらえさせるた

めに用いたワークシートである。あらかじめ教師が教材文を会話文(セリフ)と地の文(ナレーショ

ン)に分け，シナリオ化したワークシートに，児童が想像したことを書き加える形にした。

表４のワークシートの○Ａの部分では，おおかみ

の後をつけるきつねについて，「きつねは，何もか

もウソのように思いました。」「きつねは，おおかみ

と遊んだことを思い出しました。」など，きつねの

様子を書き表すことで，「寂しい」「悲しい」「不安」

「しょんぼり」「いじけた」など，きつねの気持ちを

とらえさせることができたと考える。ワークシート

の○Ｂの部分では，きつねの気持ちについて，大ま

かに４つの考えが出た（表４，５参照）。
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表５ ワークシート○Ｂの記入例

表４ 児童（Ａ児）のワークシート例

① おおかみの日頃の行動から
② きつねの自分の行動から
③ おおかみの性格から
④ 主題とのかかわりから
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う
か
べ
て
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
ろ
う
」

○

場
面

お
お
か
み
の
後
を
つ
け
て
い
た
き
つ
ね
が
本
当
の
こ
と
を
知
っ
た
場
面

○

読
む
と
き
の
視
点

…
…
を
用
い
た
表
現

○

取
り
入
れ
る
言
語
活
動

シ
ナ
リ
オ
作
り

き
つ
ね

（
ぼ
く
よ
り

ず
っ
と
ず
っ
と
い
い

友
だ
ち
に

あ
げ
る

つ
も
り
な
ん
だ
…
…
。）

○Ａ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

き
つ
ね
は
、
な
み
だ
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

お
お
か
み
が
、
岩
あ
な
の
家
へ

入
っ
て

い
き
ま
し
た
。
く
ま
の

家
で
す
。
き
つ

ね
は

そ
っ
と

岩
あ
な
へ

近
づ
き
ま
し
た
。

く
ま

あ
り
が
と
う
、
お
お
か
み
く
ん
。
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
、
ほ
う
た
い
も

と
れ
た
。

あ
し
た
か
ら
は

も
う

お
き
ら
れ
そ
う
だ
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

く
ま
の

声
で
し
た
。

○Ｂ
き
つ
ね

（
そ
う
か
、
く
ま
さ
ん
が
、
け
が
を

し
て
い
て
…
…
。
①
お
お
か
み
さ
ん
、
い
つ
も

外
ば
か
り
見
て
い
た
り
よ
う
す
が
お
か
し
か
っ
た
り
し
た
の
は
、
こ
の
こ
と
だ
っ
た
ん

だ
ね
。
③
こ
の
こ
と
、
だ
れ
一
人
話
さ
な
い
よ
。
や
・
く
・
そ
・
く
。
④
あ
と
お
だ
い

じ
に
、
く
ま
さ
ん
。
お
お
か
み
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。
早
く
な
お
っ
て
三
人
で
遊
べ

る
よ
う
に
さ
！
ね
っ
・
・
・
・
・
・
）〉

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

き
つ
ね
は

ほ
っ
と
し
て

そ
う
っ
と

岩
あ
な
を

は
な
れ
ま
し
た
。

シナリオ作りを

通してイメージ

を拡充している

線
を
引
い
た
部
分
が
，
児
童
が
考
え
た
シ
ナ
リ
オ

児
童
が
，
き
つ
ね
の
気
持
ち
の
変
化
に
気
付
き
，
書
き
加
え
て
い
た
言
葉
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どれも，前後のつながりやストーリー全体の中での一つの場面であることを考え，事柄レベル

の叙述に沿って人物の気持ちを想像している。それぞれのワークシートに複数の観点から想像

したことが書かれていたことから，「……」に着目してシナリオ作りをすることは，イメージ

を拡充させていくことに有効だったと考える。

(ウ) 考えを交流する場を設けることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

おおかみが頭に思い描いた場面やきつねの気持ちなどをシナリオに書かせ，ペアや全体の場

で交流させる際，恣意的な想像ではなく，事柄レベルでの根拠をもちながらの発表をさせるこ

とができ， 同じ「……」からでも様々な考えが生み出せることに気付かせることができた。

様々な考えを出し合う中で，人物像や気持ちの変化もとらえさせることができたと考える。

しかし，作ったシナリオを基にした話し合いはできにくく，教師の言葉で児童の発表の根拠

を補った部分もあった。児童の考えを教師が整理しながら進めたが，教材分析の段階で交流の

視点をより明らかにしておくことが必要だった。児童が，互いの考えをもっと聞き合い，自分

の考えをより明らかにしたり，友だちの考えのよさに気付いたりすることができるための手立

てが必要であった。

(エ) 振り返りの場を設けることによる想像を広げながら読む力の高まりについて

「セリフをいっぱい書いたら,きつねの気持ちがどんどん変わっていったのが分かった。」

「シナリオを書いたら，きつねのことがよく分かった。」というような，学習の方法と内容を

結び付けた振り返りができる児童が増えてきた。振り返り活動を継続させていくことで，徐々

に読み方を自覚し，身に付けた力を自分の読書活動の場で生かすことができるようになると考

える。また，シナリオを書きながら物語を読むことの楽しさを味わったことで，「好きな場面

を自分達でシナリオにしてみたい。」「シリーズの他の本を読みたい。」などという意欲をもた

せることができたと考える。

６ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

ア 読むときの視点を設け，教材文の特性をつかむことにより，１時間の授業における身に付けさ

せたい力を明確にすることができた。

イ 読むときの視点を明確にし，「表現を取り入れた」学習を展開することは，言葉の意味をとら

えてイメージを鮮明にしたり，叙述から様々な読み方を生み出して拡充したりする読み方を獲得

させ，「もっと読んでみたい。」という意欲をもたせることに有効であった。

(2) 今後の課題

ア 表現したことを基に，読みを広げ深めるための交流活動を活性化するための手立ての工夫。

イ 獲得した読み方を定着させ，自分の読みに生かすことができるための手立ての工夫。
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